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大
飯
原
発
運
転
差
し
止
め
訴
訟
判
決
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

福
井
県
の
住
民
ら
が
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
三
・
四
号
機
（
福
井
県
お
お
い
町
）
の
運
転
差
し
止
め
を
求
め
た
訴
訟

で
、
五
月
二
十
一
日
、
福
井
地
方
裁
判
所
は
住
民
の
訴
え
を
認
め
る
判
決
を
出
し
た
。
そ
の
後
、
関
西
電
力
は
こ
れ
を
不
服
と

し
て
、
同
二
十
二
日
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
に
控
訴
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

安
倍
政
権
は
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
が
、
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を
認
め
る
今
回
の
福
井
地
裁

の
判
決
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

二

判
決
は
、
「
原
子
力
発
電
は
経
済
活
動
の
自
由
に
属
す
る
が
、
憲
法
上
、
生
命
を
守
り
生
活
を
維
持
す
る
人
格
権
の
中
核

部
分
よ
り
劣
位
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
た
。
こ
の
点
を
政
府
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

三

判
決
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
は
人
格
権
の
中
核
部
分
よ
り
劣
位
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
、
政
府
は
考
え
る

か
。

四

こ
の
判
決
に
よ
り
、
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
確
認
し
た
原
発
に
つ
い
て
は
再
稼
働
を
進
め
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
方
針
は
変
わ
る
の
か
。

一



五

原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
に
あ
た
っ
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
規
制
基
準
適
合
の
確
認
を
必
須
と
す
る
法
規
制

は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


